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食用と確実に判断できない植物は
絶対に「採らない」「食べない」「売らない」「人にあげない」
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～巻頭特集～

観賞用植物などを誤って食べたことによる食中毒が多発しています!

家庭園芸、ちょっとした注意で楽しく安全に家庭園芸、ちょっとした注意で楽しく安全に

植えるときの注意点

・食べる目的で植える場合は、食用の植物か確認してから植えましょう。

・どこに何を植えたかわかるように、必ずネームプレート
をつけましょう。

・食用植物と観賞用植物は並べて植えず、明確に区分けして、植えま
しょう。

・何か植えたら家族にも伝えましょう。

植えたものを食べるとき、人にあげるときの注意点

・食用として植えた覚えのない植物は食べない。
人にあげない。

・植物の種類がわからない、何か変だな？と思ったら、食べずに、園芸店等
の専門家に確認しましょう。

・市民農園や庭などに生えた植物を食べて、体調が悪くなったらすぐに
医師の診察を受けましょう！

・原因と思われる植物が残っている場合は、受診の際、持参すると治療
の参考となります。

ニラ スイセン

スイセン類

何と間違えやすい？

見分けるポイントは

「におい」

ニラの葉には特有の臭いがあ
り、スイセンの葉には臭いが
ありません。

ニラ

スイセン

有毒

有毒部位：植物全体
中毒症状：食後30分以内で、
　　　　  吐き気、おう吐、
　　　　  頭痛など

●葉をニラと誤って食べてし
まう例が多発しています。

●球根（鱗茎）もノビルやタマ
ネギと間違えやすいので注
意してください。

・・・詳細は11ページ

食べられ
ません！

食べられ
ません！

どうぞ
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何と間違えやすい？

有毒部位：植物全体
中毒症状：口の渇き、おう吐、
　　　　  瞳孔の散大、
　　　　  呼吸の乱れ、
　　　　  意識混濁など

●根をゴボウと間違える事例
が多くあります。

●つぼみをオクラと、種子を
ゴマと間違えて食べた中毒
事例もあります。

・・・詳細は10ページ

何と間違えやすい？

見分けるポイントは

「におい」と「葉の枚数」
見分けるポイントは

「根のもろさ」

・ギョウジャニンニクの芽生え
には特有のニンニク臭があり
ますが、イヌサフランの芽生
えには臭いがありません。
 
・ギョウジャニンニクの芽は、
葉が１～２枚ですが、イヌサ
フランの芽は、葉が多数重な
り合っています。 

・植えていなくても、飛んできた
種から生えることがあります。

・ゴボウの根は繊維質ですが、
チョウセンアサガオの根はも
ろく、折れやすいなどの違い
があります。

有毒部位：植物全体
中毒症状：おう吐、下痢、
　　　　  皮膚の知覚減退、
　　　　  呼吸困難、
　　　　  重症の場合は死亡

●芽、葉をギョウジャニンニク
やギボウシと誤って食べて
しまう例が発生しています。

●球根（鱗茎）をジャガイモや
ミョウガと間違えて食べた
中毒事例もあります。

・・・詳細は15ページ

食べられ
ません！

食べられ
ません！

食べられ
ません！

食べられ
ません！ギョウジャニンニクの芽生え イヌサフランの芽生え

ギョウジャニンニクの葉 イヌサフランの葉

有毒

有毒

【コラム】
～「イヌサフラン」は「サフラン」の仲間？～

名前や花の見た目は似ていますが、
「サフラン」とは違う種類です。
ちなみにサフランの雌しべはハーブとして
サフランライス等の料理に使用されています。 サフランの花

ゴボウの根

チョウセンアサガオの根

有毒

有毒

上：チョウセンアサガオのつぼみ（毒）
下：オクラ（食用）

イヌサフラン
（コルチカム）

チョウセンアサガオ類
（ダチュラ、エンジェルストランペットなど）
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10

チョウセンアサガオ スコポラミン、
アトロピン 葉

　平成25年から令和4年までの過去10年間に、有毒植物によって全国で213件の食中毒が報告され
ています。表1に原因となった主な植物名と発生件数などを示します。また、表2には、平成元年から
令和4年までに東京都内で食中毒を起こした有毒植物を示しました。

意識不明、散瞳 ゴボウ、オクラ、ルッコラ、ゴマ

平成25年～令和4年

平成元年～令和4年
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ます。

　ヤマイモと間違えてグロリオサの球根を食べてしまい、死亡したという事例が複数あり
ます。
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ましょう。

ニラとスイセン（有毒）、スノーフレーク（有毒）

スノーフレーク（スズランスイセン、
オオマツユキソウ）（ヒガンバナ科） 
　アルカロイドを含有し、誤食すると、
食後３０分以内で、吐き気、嘔吐、頭痛
などを起こします。
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実際にあった事例
　ヒメザゼンソウを食用のオオバギボウシと誤認して採取し、ゆでて食べ、中毒を起こしました。

に

花期のオオバギボウシ 
　成長した葉には長い葉
柄があります。

成長したバイケイソウ 
　成長しても葉柄はありま
せん。 

コバイケイソウ（ユリ科） 
　コバイケイソウはバイケイソウ
よりやや小型で、高山や亜高山
帯の湿原に自生します。
　バイケイソウと同様のアルカ
ロイドを含有し、誤食による食
中毒が起きています。

オオバギボウシとバイケイソウ（有毒）、ヒメザゼンソウ（有毒）

ヒメザゼンソウ（サトイモ科） 
　ヒメザゼンソウは北海道～本州
の多湿地に生える多年草です。葉
は花より先にでて、初夏に花が咲
きます。
　シュウ酸カルシウムを含有し、
誤食するとシュウ酸カルシウムの
針状結晶による物理的な刺激によ
り、唇のしびれ、口腔内の腫れ、
胃痛などを起こします。

ヒメザゼンソウの展開した葉ヒメザゼンソウの若い葉
（左上１枚は別植物）

写真提供：厚生労働省ＨＰ

ら側脈が出ていますが、

出ています。
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ます。

　葉をギョウジャニンニク、ミョウガやギボウシと間違えて食べたり、球根（鱗茎）をタマ
ネギやジャガイモと間違えて食べてしまい中毒を起こした事例があります。
　重症の場合、死亡することもあります。
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しま
しょう。

ので



2019

です。
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　葉をニリンソウやモミジガサ、ゲンノショウコと間違えて食べてしまい中毒を起こした
事例があります。
　重症の場合は死亡することもあります。

　ニリンソウは春に白い
花を付けますが、ヤマト
リカブトは秋に紫色の
花を付けます。

ゲンノショウコの芽生え



　葉がコンフリーと似ていて、誤食することがあります。
　なお、コンフリーは以前食用とされていましたが、現在
は厚生労働省から食べないよう注意勧告が出ています。
（コンフリーについては下記もご覧ください）

です。

です。

2423

　コンフリーを食べないようにしましょう。



です。

です。

2625

　ヨウシュヤマボゴボウを、市販されている「山ごぼう」の材料だと誤認して味噌漬けにし
て食べてしまい、中毒を起こした事例があります。
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　小学校で、理科の実習用に校内で栽培したジャ
ガイモを、調理員が皮付きのままゆで、それを食
べた132人のうち児童75人と教師2人が、腹痛、
吐き気、のどの痛み等を症状とする食中毒を起こ
しました。

　茹でたり揚げたりしても、
毒素が完全になくなることは
ありません！



です。

3029

　テレビ番組で紹介された「白インゲン豆を使用
したダイエット法」を試した多数の視聴者が、お
う吐、下痢等の症状を呈しました。

　長崎県の農家の牛が種子のついたモロヘイヤ
を食べ中毒死しました。中毒症状として食欲不
振、下痢、起立不能、沈うつ、体温低下、心拍微弱が
報告されています。異常を呈した成牛3頭及び子
牛1頭のうち、成牛3頭が死亡しました。

しましょう！ ヘイヤですが、家庭菜園の場合は、種や莢（さや）
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　アミグダリンは、青梅のほか、ビワや
アンズ、スモモなど多くのバラ科植物
の種子に含まれています。

とその変種のヒョウタンが栽培されてい



https://www.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/lb_iyaku/plant/
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